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第３章では、PSO (Particle Swarm Optimization)手法の適用による最適熱源探索手法の検討を行った。PSO探索に
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（２） 最適化手法として PSO(Particle Swarm Optimization)手法を用いた計算をおこない、遺伝的アルゴリズムと
滑降シンプレックス法のハイブリッド法と比較したとき、計算時間の短さと収束判定の容易さにおいて PSO 手法が有
利となることを示している。また、計算の初期条件として与えられる多種類の熱源装置のうちから、少ない種類の熱
源装置に絞り込んで最適構成を求めていくサブ次元探索の必要性を示している。 
（３） 東南アジア地域の地域冷房プラントにおける運転実態データをもとに、逆カルノーサイクルの成績係数を基
準に補正係数を用いて機器毎の性能特性を表現する熱源性能のモデル化手法を提案した後、そのモデルを用いてポン
プ動力，冷却塔ファン動力も考慮した、複数台数の冷凍機への毎時の負荷配分の最適解を PSO 手法により求める計算
をおこなっている。この最適化された運転シミュレーションと、実際のオペレータによる運転実績を比較し、最適化
による動力削減効果を定量的に示している。 
以上のように、本論文は複雑な空調熱源システムの最適設計･最適運転を決定するための実用的な最適化手法を提案
しており、環境･エネルギー工学の発展に寄与すること大である。 
よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
 
 
